立命館大学GCOEプログラム　　　　　　　　　　　　　「生存学」創成拠点プロジェクト申請様式1号

2008年度グローバルCOEプログラム「生存学」創成拠点院生プロジェクト募集要項
1． グローバルCOEプログラム「生存学」創成拠点院生プロジェクト募集の目的・性格
当拠点における研究活動の高度化・国際化を促進させるために、「生存学」における研究テーマに沿った後期課程相当院生の萌芽的プロジェクトに対し、プロジェクト研究および研究成果発表に必要な研究資金の全額または一部を交付するものです。
	
	記入上の注意点

	申請資格


	立命館大学大学院先端総合学術研究科3回生以上、および他研究科博士後期課程院生
· 日本学術振興会特別研究員、生存学創成拠点以外の本学GCOE拠点から研究費などを得ている者は研究代表者としての申請資格がないものとする

· 事前に承諾を得たうえで、事業推進担当者である教員１名を教員代表者とすること

· 多数のプロジェクトに参画し、研究代表者または分担者としての責任が果たせなくならないよう留意すること

	助成対象経費
	プロジェクトで行う研究活動費（旅費・消耗品費・図書資料費等）

	申請・助成期限
	2008年度については全体の申請期限を2009年1月末日とする。但し、予算の都合により途中で応募を打ち切ることもありえる。助成期限は2009年2月末日とする。基本的には通年で申請を受付ける。助成を希望する諸活動の2ヶ月前迄に事務局まで本申請書を提出すること。

	研究内容
	「生存学」創成拠点の研究内容と関連するものとする

	助成金額
	１件につき30万円を上限とする全額またはその一部

	助成対象期間
	2008年6月1日～2009年3月10日


2． 募集内容
【事業推進担当者】

　立岩真也、小泉義之、大谷いづみ、栗原彬、西成彦、渡辺公三、松原洋子、遠藤彰、佐藤達哉、中村正、
望月昭、天田城介、後藤玲子、Paul Dumouchel、林達雄、松田亮三
3． 申請調書の記入について
1） 研究メンバーの人数は問わないが（研究代表者1名・教員1名でも可）、着実な研究推進および「生存学」創成拠点に貢献する研究成果発表が可能な体制であること。

2） 研究メンバーは、以下の通り定義する
①　研究代表者：先端総合学術研究科3回生以上および他研究科博士後期課程院生で、研究課
　　　　　題を統括し、研究計画の遂行、研究成果のとりまとめや公表など、すべての責任を持つ者。
　　　②　研究分担者：先端総合学術研究科および他研究科博士課程院生で、研究計画の遂行にあた　

り、研究代表者と共同して中心的な役割を果たし、研究成果公表にあたり実質的に参画する者。なお、日本学術振興会特別研究員に該当する院生については、研究分担者として参加することはできるが、特別研究員における専念義務があるため、旅費以外の研究費の支援を受けることはできない。申請調書に記載する場合は、該当者の右肩にアスタリスク（＊）を付記すること。
3） 研究経費の使途
①　旅費（国外・国内）、図書資料費、機器備品費、消耗品費、印刷・製本費など、研究計画　

の遂行に必要となる経費および研究成果の取りまとめに必要な経費を対象とする。

　　　　②　対象外の経費や目的外の使用については一切認めない。

4． 審査について
　グローバルＣＯＥ「生存学」創成拠点運営会議による審査を経て、同事業推進担当者全体会議において採否を決定する。
5． 申請方法等
所定の申請様式に基づき、申請する。
【申請期間】2008年4月21日（月）～2009年1月15日（木）17:00
【提出先・お問い合せ先】
生存学研究センター事務局　E-mail: ars-vive@st.ritsumei.ac.jp 

担当　（修学館2F人文社会RO内）　曽我・荒堀
TEL:075-466-3335、内線：2393（9:00～17:30）FAX:075-465-8371
　　　　　　　　（創思館4F 創414）　　　　 片岡・佐山

　　　　　　　　　　　TEL:075-466-3113、内線：4375（9:00～17:30）FAX:075-466-3334

以上
　　

